
AT-CR-E800/E1050/E1400手すりセット
共通取扱説明書

警告 誤った使いかたをすると「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容を説明しています。

絶対にしないこと
AT-CRシリーズの取扱説明書に記載の警告欄 絶対にしないこと の行為をしないこと
転倒やけがの原因になります。

 ご使用前にこの取扱説明書と保証書をお読みください。
このたびは本製品をお求めいただきまして、まことにありがとうございます。
・正しくお使いいただくため、ご使用前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。
・取扱説明書を読んだあとは必ず保管してください。

各部の名称

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他人への危害を未然に防止するためのものです。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

！安全上のご注意 必ずお守りください
この製品は、AT-CR シリーズ専用の手すりです。
AT-CR シリーズの取扱説明書と併せて注意事項
をご確認の上、ご使用ください。

品 名 AT-CR-E800/E1050/E1400 手すりセット

構 成 部 材

部　品　名 材　　　質

手すり（内）・手すり（外）
半硬質塩化ビニル樹脂
（抗ウイルス加工）
アルミニウム

各ブラケット アルミニウム合金
手すり（内）スペーサー・小口キャップ ASA樹脂

重 量
AT-CR-E800　手すりセット：0.9kg
AT-CR-E1050 手すりセット：1.2kg
AT-CR-E1400 手すりセット：1.6kg

商品の寸法図と仕様 おすまいの地域の分別ルールに従って廃棄してください。廃棄上のご注意

付属品
六角レンチ
5mm/2mm

手すり上下回転ブラケット

手すり（内）スペーサー

手すり（外）手すり（内） 小口キャップ

手すり（内）
長さ限界ライン伸縮固定ボルトM4

E800 ：65 ～ 80
E1050 ：80 ～ 105
E1400 ：105 ～ 140

2.6 3.2

3.5 4

有機合成系・練込
手すり持ち手部分
JP0612240A0001R

製品上の特定ウイルスの数を減少させます

SIAA マークは ISO21702 法により評価された結果に基づき、抗菌製品技術協議会
ガイドラインで品質管理・情報公開された製品に表示されています。

 注意事項
・抗ウイルス加工は、病気の治療や予防を目的とするものではありません
・SIAAの安全性基準に適合しています



注意 誤った使いかたをすると「傷害または財産への損害が発生する可能性が
想定される」内容を説明しています。

絶対にしないこと

手すりを固定するときは、必ずばね座金
M8があることを確認してから固定すること
製品がガタつく
原因になります。

設置や組み立ては貸与事業所などでおこなっていただき、利用者や介助者などがおこなわないように
してください。
しっかりと設置されていない状態で使うと、転倒の危険があります。

１．ベースプレートを設置し、各支柱セットをベースプレートに固定します

設置・組み立てましょう

AT-CRシリーズの取扱説明書に記載の　　　　　　　　　　を読みながら進めてください。設置・組み立てましょう

必ず行うこと
AT-CRシリーズの取扱説明書に記載の
注意欄　　　　　　　　　  　の内容を
確認の上、使用すること
転倒やけがの原因になります。

必ず行うこと

AT-CRシリーズの取扱説明書に記載の注意欄 絶対にしないこと の行為をしないこと
製品の劣化や変色がすすむ原因になります。

例としてAT-CR-E1600-S2-N を段差のある場所へ設
置する方法を記載しています。
設置場所や製品型番に応じて設置してください。

警告 誤った使いかたをすると「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容を説明しています。

必ず行うこと
正しく設置すること
転倒やけがの原因になります。

・AT-CR シリーズの取扱説明書に記載の設置方法を
守り、警告欄　　　　　　　　　　をご確認の上、
ご使用ください。
・AT-CR シリーズの支柱に回転固定ボルトで固定し
てご使用ください。
・手すり長さを調節した後、
伸縮固定ボルトを固定して
から使用してください。

・�上下に角度をつける際は、
手すり（内）（細い方）が下
側になるように設置してく
ださい。
・�段差のある箇所に設置する
ときは、ベースプレート端
部が段鼻よりも内側になる
ように設置してください。
・�手すり（内）の長さ限界ライ
ンが小口キャップから見え
ないように長さを調節して
ください。

必ず行うこと

伸縮固定
ボルトM4

ボルトキャップ左右回転
固定ボルト
M8×45

ばね座金M8

上下回転
固定ボルト
M8×30

ばね座金M8

袋ナットM8

上下回転
固定ボルト
M8×30

袋ナットM8

ばね座金M8

長さ限界ライン



④手すり（内）の長さを調節してから、伸縮固定ボルトを
六角レンチ 2mmで固定します。
　（目安として締め付けトルク 1.5N･m）

③左右回転ブラケットや左右回転接続ブラケットの側面と手すりの
端部にある手すり上下回転ブラケットをはめ、上下回転固定ボル
トとばね座金と袋ナットを差し込み、六角レンチ５mmで固定
します。（目安として締め付けトルク 12N･m）

②�小口キャップの下側にある伸縮固定ボルトM4を六角レンチ
2mmでゆるめてください。

警 告

手すりを固定するときは、必ずばね
座金 M8 があることを確認してか
ら固定すること
製品がガタつく原因に
なります。

上下に角度をつける際は、手すり
（内）（細い方）が下側になるように
設置すること
段差のある箇所に設置するときは、
ベースプレート端部が段鼻よりも内
側になるように設置すること

六角レンチ 5mm

袋ナットM8

左右回転
ブラケット

上下回転固定ボルト
M8× 30手すり上下回転

ブラケット

ばね座金M8

手すり上下回転
ブラケット

手すり上下回転
ブラケット 袋ナットM8

六角レンチ 5mm

左右回転
ブラケット

六角レンチ 5mm

上下回転固定ボルト
M8× 30

袋ナットM8

上下回転固定ボルト
M8× 30

六角レンチ 5mm
左右回転接続
ブラケット

ばね座金M8

袋ナットM8手すり上下回転
ブラケット

左右回転
ブラケット

ばね座金M8

ボルトキャップ

左右回転固定ボルト
M8×45

ばね座金M8
上下回転
固定ボルト
M8×30

ばね座金M8
上下回転
固定ボルト
M8×30

ばね座金M8

警 告

手すり（内）の長さ限界ラインが小口キャップか
ら見えないように長さを調節すること
手すり長さを調節した後、伸縮固定ボルトを固定
してから使用すること

六角レンチ 2mm

２．E800 手すりセットを固定します
①左右回転ブラケットにある左右回転固定ボルトを六角レンチ 5mmでゆるめて、左右
に動くようにします。

ばね座金M8ばね座金M8
左右回転ブラケット左右回転ブラケット

左右回転左右回転
ブラケットブラケット

左右回転固定ボルト左右回転固定ボルト
M8× 45M8× 45
ばね座金M8ばね座金M8

六角レンチ 5mm六角レンチ 5mm 六角レンチ 5mm六角レンチ 5mm
左右回転固定ボルト左右回転固定ボルト
M8× 20M8× 20

左右回転左右回転
ブラケットブラケット

伸縮固定ボルトM4

長さ限界ライン



●製品の仕様および価格は、予告なく変更する場合があります

22.09　919253

製造・発売元

URL　https://www.aronkasei.co.jp/ 安寿 検索

・個人情報は適切に管理し、修理やご相談への回答などの情報提供のみに利用いたします。
・お客様からいただいたお電話は、内容確認のため、録音させていただいております 。

フリーダイヤル
（受付時間）祝祭日以外の月～金  10：00～16：00（12：00～13：00はのぞく）

0120-86-7735製品に関するご意見
・お問い合わせは

お客様相談室

ご使用になる前の確認事項や禁止事項、各部調節
のしかた、お手入れのしかたは、AT-CR シリーズ
の取扱説明書をお読みください。

ご使用になる前に
ご利用の前に手すりやベースプレートを軽くゆすり、各部にガタつきなどの
異常がないか点検すること。

⑤左右回転ブラケットにある左右回転固定ボルトを六角レンチ5mmで固定します。
　（目安として締め付けトルク10N･m）

警 告

手すりを使用するときは、左右回転固定ボルトと上下回転固定ボル
トを固定してから使用すること
製品がガタつき、転倒やけがの
原因になります。

以降の手順は、AT-CR シリーズの取扱説明書に記載の　　　　　　　　　　を読みながら進めて
ください。

設置・組み立てましょう

左右回転左右回転
固定ボルト固定ボルト
M8× 20M8× 20

左右回転固定ボルト左右回転固定ボルト
M8× 45M8× 45

左右回転左右回転
ブラケットブラケット

六角レンチ 5mm六角レンチ 5mm

左右回転左右回転
ブラケットブラケット 左右回転左右回転

ブラケットブラケット

左右回転固定ボルトM8×20、M8×45

上下回転固定ボルトM8×30


